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大垣監督署管内における労働災害発生状況１
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労働災害発生数の推移（平成24年から令和６年まで）
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大垣監督署管内における労働災害発生状況２
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労働災害発生数の推移（平成15年から令和６年まで）
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大垣監督署管内における労働災害発生状況３
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労働災害発生数の推移（昭和55年から令和６年まで）
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大垣署管内における労働災害発生状況４
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主要業種別労働災害発生状況の推移R2~R6（新型コロナウイルス感染症を除く）
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大垣署管内における労働災害発生状況５
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食料品製造業 重症度別労働災害発生状況の推移（新型コロナウイルス感染症を除く）
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大垣署管内における労働災害発生状況６
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化学工業 重症度別労働災害発生状況の推移（新型コロナウイルス感染症を除く）
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大垣署管内における労働災害発生状況７
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金属製品 重症度別労働災害発生状況の推移（新型コロナウイルス感染症を除く）
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大垣署管内における労働災害発生状況８
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建設業 重症度別労働災害発生状況の推移（新型コロナウイルス感染症を除く）
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大垣署管内における労働災害発生状況９
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運輸交通業 重症度別労働災害発生状況の推移（新型コロナウイルス感染症を除く）
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大垣署管内における労働災害発生状況10
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商業 重症度別労働災害発生状況の推移（新型コロナウイルス感染症を除く）
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大垣署管内における労働災害発生状況11
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保健衛生業 重症度別労働災害発生状況の推移（新型コロナウイルス感染症を除く）
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大垣署管内における労働災害発生状況12
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令和6年 事故の型別重症度別災害 （全産業）
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大垣署管内における労働災害発生状況13
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令和6年 墜落・転落 年代別重症度別災害発生状況（全産業）
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大垣署管内における労働災害発生状況14
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令和6年 転倒 年代別重症度別災害発生状況（全産業）
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災害事例１（管轄外）

発生状況
被災者が研削機械の砥石を交換後、砥石の覆
い・調整片・ワークレストの調整を行い、鋳物の
不要部分を研削していたところ、突然砥石が破
裂して、覆いの隙間から爆風が発生し、研削作
業をしていた被災者が約４.7ｍ吹き飛ばされて、
死亡した。

フランジは規格に適合したものであり、取付方
法に問題は認められなかったが、砥石の最高周
速度の1.4倍の速度で使用していた。

防止対策
砥石の最高周速度を超えて使用しないこと。研
削盤の表示確認をすること。

重要参考情報

モーター容量:7.5kw 極数:4
モーター回転数:1800r/min 減速比:1.85
砥石の最高回転数（周速度）: 2365r/min=64m/s
砥石直径51cm 幅5cm 重量26㎏

回転数(r/min） =
砥石の周速度(m/s)×60

砥石の外径(𝐦𝐦)×𝝅
 × 1000

研削盤の表示確認 （1～3略）
４ 無負荷回転速度
５ 使用できる研削といしの直径、厚さ及び穴径
６ 研削といしの回転方向

砥石最高周速度64 m/s＝230 ㎞/h
砥石総重量の1/4片（仮定6.5 kg ）

が飛来するエネルギーは、 13.3 kJ
オートバイ140 ㎏ 時速50 ㎞/h 13.5 kJ

参考数値
屋根から落ちた人 60 ㎏ 6 ｍ 3.53 kJ
5階からジュース 400 ｇ 20 ｍ 78 J

砥石のエネルギーと同等ハザードを喩えると



災害事例２（管轄外）

発生状況
片側２車線道路の１車線を規制して防音壁
周辺の草刈り作業を行っていた。車線規制の
途中に出口ランプ側道があり、通行できるよ
うに走行規制を解除していた。被災者は車線
規制が再開する分岐の先端で通行中の車両
に注意を喚起する作業をしていた。被災者は
規制車線を走行してきたトラックに跳ねられた。

車線規制が解除されたと思い車線変更して
走行し、再規制に気付くのが遅れて規制区間
に突入して事故を起こしたと推定される。

防止対策
トラック運転手が前方を注視して運転すること。

車線規制が断続的に中断箇所があることを掲示すると、トラック運転手の勘違いリス
クを低減できる可能性がある。 「ランプ出口先も車線規制中」など規

制
中

出
口

規
制
中
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災害事例３（大垣署管内）

ロッドミルとは、円筒形の内張りライナを施した鋼板製胴体の中に胴⾧より若干短いロッド（棒鋼）を胴体内容積の約３分の１程度充てん
して胴体を回転させ、ロッドの落下衝撃で原料の粉砕を行う装置である。鉱石粉砕及び製砂用などに多く用いられる。日本機械学会より

発生状況
粉砕機（ロッドミル）を修理するため、作業員が1人
内部に入りボルトを締結する作業をするに当たり、
外部にいた同僚にボルトを廻すように指示したところ、
勘違いして粉砕機を回転させてしまい、被災者が内
部でロッド棒の下敷き等になり骨折等の負傷を負っ
たもの。

同僚は初めての修繕作業を行っていたもので、作
業開始前のミーティングや危険予知活動が不足して
いた。

防止対策
作業前ミーティングを作業員全員で行い、作業内容、手順、危険個所、役割分担を確認する。

ロックアウト・タグアウト（LOTO）を導入し、完全にエネルギーを遮断し、再起動を防止するための施錠
（ロックアウト）と札掛け（タグアウト）で不意に再起動される危険性を排除すること。



熱中症による死亡災害の多発を踏まえた対策の強化について
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熱中症対策強化の基本的な考え方について
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熱中症対策の留意事項
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